
●

万

円

の

給

付

金

の

支

10

給
を
急
げ
。
高
齢
者
な
ど
、

申

し

込

み

の

方

法

が

分

か

り

に

く

い

場

合

の

相

談

体

制

を

。

被

害

者

、

施

設

DV

や

病

院

に

入

所

入

院

中

の

人

た

ち

、

家

の

な

い

人

た

ち

な

ど

に

も

行

き

渡

る

よ

う
、
万
全
の
準
備
を
。

●

国

の

持

続

化

給

付

金

や

府

・

市

の

各

制

度

な

ど

、

％

以

上

の

減

少

が

条

件

50な
ど
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

市

の

制

度

は

申

し

込

み

期

間

が

短

す

ぎ

る

。

半

減

ま

で

は

至

ら

な

く

て

も

売

上

げ

の

減

少

自

体

を

補

填

す

る

な

ど

、

制

度

を

簡

素

化

す
る
こ
と
。

●

大

企

業

の

内

部

留

保

金

●

民

間

任

せ

に

せ

ず

、

市

自

身

が

相

談

相

手

に

な

る

仕

組

み

を

（

今

は

、

商

工

会

議

所

と

か

社

会

福

祉

協

議

会

、

銀

行

、

委

託

会

社

な
ど
民
間
ば
か
り
）
。

●

外

国

人

観

光

客

頼

み

で

は

な

く

、

国

民

の

購

買

力

向

上

に

よ

る

消

費

拡

大

と

製

造

業

・

商

業

の

売

上

げ

ア
ッ
プ
を
。

●

弱

肉

強

食

、

強

い

者

勝

の

活

用

や

、

融

資

条

件

緩

和

・

返

済

条

件

変

更

な

ど

大

手

銀

行

の

社

会

的

役

割

発
揮
を
求
め
る
こ
と
。

●

休

業

手

当

や

雇

用

調

整

助

成

金

の

活

用

な

ど

、

事

業

所

と

労

働

者

へ

の

支

援

策
強
化
を
。

●

家

賃

な

ど

固

定

費

へ

の

支

援

を

。

売

上

げ

減

少

で

も

家

賃

は

定

額

。

店

子

も

家
主
も
、
ど
ち
ら
も
大
変
。

ち

、

官

か

ら

民

へ

、

大

企

業

の

海

外

進

出

・

国

内

産

業

空

洞

化

で

は

な

く

、

地

産

地

消

、

地

域

循

環

の

経

済

、

中

小

企

業

・

零

細

事

業

者

底

上

げ

へ

の

経

済

政

策
へ
。

●

政

府

の

大

企

業

・

富

裕

層

減

税

が

自

治

体

の

減

収

に

直

結

し

て

い

る

。

コ

ロ

ナ

対

策

の

財

源

ね

ん

出

の

為

に

も

、

国

の

税

財

政

政

策

へ

の

批

判

が

必

要

だ

。

こ

の

姿

勢

抜

き

に

、

市

民

に

「

財

政

危

機

」

を

強

調

す
べ
き
で
は
な
い
。

最
近
の

相

談

か
ら

◎

祇

園

で

ス

ナ

ッ

ク

を

や

っ

て

い

る

が

、

現

在

は

閉

店

中

。

夜

が

、

昼

に

比

べ

て

感

染

の

可

能

性

が

高

い

か

の

よ

う

な

言

い

方

は

や

め

て

も

ら

い

た

い

。

再

開

し

た

ら

ま

た

飲

み

に

来

て

く

だ

さ

い

（

宣

伝

中

、

声

を
掛
け
て
頂
き
ま
し
た
）
。

◎

万

円

給

付

金

の

申

込

10

み

は

、

単

身

者

で

も

身

分

証

明

書

が

要

る

の

か

。

返

信
用
の
封
筒
は
？

（

井

上

議

員

回

答

）

単

身

者

で

も

要

り

ま

す

。

介

護

保

険

証

な

ど

。

封

筒

は

返

信

用

が

同

封

さ

れ

て

い

ま

す

。

振

込

ん

で

も

ら

う

銀

行

の

通

帳

記

号

番

号

を

書

い

て

返

送

し

ま

す

。
「

希

望

し

な

い

」

の

欄

は

絶

対

に
チ
ェ
ッ
ク
し
な
い
こ
と
。

不

安

な

方

は

、

送

ら

れ

て

き

た

時

に

井

上

議

員

ま

で

お
気
軽
に
連
絡
を
。

◎

タ

ク

シ

ー

労

働

者

。

会

社

に

よ

っ

て

①

リ

ー

ス

制

と

②

歩

合

制

が

あ

る

。

①

は

、

売

上

げ

か

ら

リ

ー

ス

代

と

経

費

な

ど

を

差

引

い

た

残

り

が

手

取

り

。

②

は

売

上

げ

を

、

会

社

と

例

え

ば

折

半

す

る

。

い

ず

れ

に

し

て

も

今

は

売

上

げ

激

減

で

最

低

賃

金

も

下

回

っ

て

い
る
現
状
。

◎

葬

儀

社

勤

務

。

高

齢

化

社

会

で

不

況

知

ら

ず

の

ハ

ズ

だ

が

、

家

族

葬

等

、

つ

つ

ま

し

や

か

に

さ

れ

て

お

り
、
お
葬
式
も
小
規
模
に
。

私

た

ち

も

休

暇

を

取

り

な

が

ら

の

勤

務

で

十

分

に

回

っ
て
い
る
。

◎

向

日

町

競

輪

の

売

店

で

働

い

て

い

る

が

、

中

止

・

閉

鎖

中

だ

か

ら

私

た

ち

も

閉
店
中
。
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給
付
金
の
支
給
を
急
げ

固
定
費
な
ど
直
接
補
填
・
支
援
を

日
、
市
議
会
本
会
議
に
て
、
井
上
け
ん
じ
議
員
が
党
議
員
団
を
代
表
し
て

22
質
問
、
市
長
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。
主
な
質
問
項
目
を
（
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
の

作
成
日
が

日
よ
り
前
な
の
で
、
答
弁
は
次
号
に
て
）
紹
介
し
ま
す
。

22

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
被
害
か

ら
、
暮
ら
し
と
営
業
を
守
れ

検査や医療提

供体制充実など

命と健康を守れ

予防対策や検査体制、医療・公衆衛

生の充実等、命と健康を守る課題につ

いては、同僚の蔵田共子議員から質問、

井上議員と２人で分担しました。

こ
れ
ま
で
の
市
政
の
あ
り
方
が

問
わ
れ
て
い
る

穴が空いて道の下が

空洞に。漏水で土が

流されていたことが

判明。改修工事が実

現（唐橋学区）。


